研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南陽館通所リハビリテーション　　職　種　　介護　　　　氏　名　中城　真琴

	期　　間　　平成19年3月6日　～　平成19年3月7日

	出張目的　　福岡県　大牟田市　視察研修の為。

	出 張 先　　福岡県　大牟田市　交流センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】＊予防教室見学・大牟田認知症コーディネーター　大谷氏のお話をきいて

　　今回、福岡県大牟田市の視察研修に参加させて頂き、まだまだ自分が認知症に携わる人間として知識・技術が不足していることを痛感した。認知症に対する知識・高齢者への対応の仕方などある程度

　学習はしていたつもりだが、今回の研修で見学させて頂いた「予防教室」や「大牟田市の認知症に対する取り組み」は、自分にとってこれからの介護の仕方や認知症というもの、地域ぐるみでの活動などの見方が変わるものだった。

　　「予防教室」は、10名ほどで構成されており、全12回行われている。私たちが訪問したのは最終回であった。バイタルチェックの後、一つの部屋で参加者が体操や脳を活性化させるというプログラムを行うとのこと。実際に私たちが見学させて頂いたのは、体操の場面であった。親しみやすそうな職員が数名待機し、参加者を見守っていた。司会役の職員が笑いを交えながら会話をし、参加者の緊張をほぐし笑顔に導いていたように思う。参加者も、プログラムの流れを感じ取り、次に行うことを頭で考えておられる方もいらっしゃったようにみえた。「予防教室」という名称がついているものの、どこか親しい仲間が世間話をしに集まったという雰囲気に感じた。体操の場面では、参加者に体操を行う部位ややり方をきいていき、それを皆様で行うという方式であった。毎回このようなやり方で行っているからか、職員からきかれるとすぐに答えられる方もいらっしゃった。また、答えるのに困っている方には隣の方が小声で教えて差し上げるなど仲間という意識が垣間見えた。

　体操の次には、自分の歴史を記した用紙が配られていた。これは、今までの人生を振り返り、自分史を作るというものであった。何十年も生きてこられた参加者にはそれぞれに歴史があり、それを改めて振り返ることにより、記憶を呼び起こすことで脳の活性化を促したりそれを通じて会話を増やしていたと思う。雰囲気は、和やかで、参加者は自主的に活動しているようにみえた。また、多くの自然な笑顔が印象的であった。

　　今回の研修で、大牟田市の「予防教室」を少しの間であったが見学し認知症コーディネーターの大谷氏のお話をきき今までは「認知症の進行を予防する」介護であったがこれからは「認知症を予防する」介護へと考え方の転換が必要であることの重要性を改めて感じた。また、大牟田市での認知症に対する意識の高さには地域ぐるみで取り組んでいることが挙げられる。小学生を対象にした絵本教室、地域住民と共に実施している徘徊模擬訓練など、行政・地域住民・ボランティアなどが連携して認知症というものを少しでも防ぎたいという目的のもと、このような予防活動が推進されていることがポイントであると感じる。認知症コーディネーターという名称も決して、国家資格などではないが、毎年長期間の研修にあるにも関わらず参加者は増えていると大谷氏より伺った。それは、認知症を学んだ職種として、認知症コーディネーターという名称を取得することが大牟田市では、ステイタスのようなものだからであると思う。それほど、この市では認知症に対する意識が高いのだろう。

　　現在、私は通所リハビリテーションに所属している。通所の目的は在宅生活をされている方が通所利用を通じて他者との交流を増やしたり、自宅では入浴できない方が保清目的で利用されるなど利用者様とそのご家族の事情によって、様々なものがある。通所において現在の自分の働きはどうだろう

　か？ある程度定まった考えでプログラムを展開しているのではないだろうかと考えさせられた。大谷氏のお話の中に、「予防教室とデイの中間施設があれば最高なんです。」という言葉があった。予防教室は地域に密着していて、デイは様々な職種が連携してプログラム・サービスを提供している。現在の自分の職場において少しでも「認知症を予防する」という意識を盛り込み、プログラムを見直し充実させたものにしていきたいと思う。現在実施している喫茶「あんべぇ」や新しく始まる認知症対応型通所介護サービスなどまだまだ改善すべき点は多い。しかしそのことをきっかけに職員が協力して意見を出し合い、気軽に利用できる南陽館を目指したい。

　　また、地域に青仁会を理解して頂きたいという目的で、祭り企画に携わったことのある者として、地域とのつながりをどのようにしていくべきなのか考えさせられた。精神・認知症という今でも少なからずある偏見を少しでも減らしていく、少しでも理解しようという気持ちを持っていただくなど、協力していくことのできる田面木地区・八戸市でありたいと思った。　

　その為に、自分自身が今まで以上に認知症についての理解を深め学んでいくべきであると思っている。

【研修内容】

3/7　　＊大牟田市地域認知症ケアコミュニティ推進事業　予防教室(あじさい)見学

· 認知症コーディネーター大谷氏のお話をきいて

大牟田市地域交流拠点《あじさい》に予防教室見学の為、訪問した。民家の並ぶ一角に、ごく普通の家のたたずまい、中は台所や畳部屋など一般家庭と変わらない様子であった。

畳部屋にはテーブルがコの字に置かれていた。スタッフがバイタルチェックを行った後、参加者は所定の座席に着席する。全員そろったところでプログラムが開始となる。

スタッフは、主に認知症コーディネーターや認知症ケア研究会所属であり、全てボランティアとのこと。

予防教室には、ほぼ同スタッフ数名が携わりその都度、ミーティングを行い記録していく。

〔認知症予防教室の目的〕

　認知症予防教室の試みを通して認知症予防対策の向上、介護予防拠点・地域交流施設における予防事　　

　業の促進を図ること。

〔到達目標〕

1 参加者が意欲的に楽しみながら参加できる。

2 参加者の自己決定を尊重し、自身の回復を図る。

3 参加者間の交流促進と仲間作り。

4 参加者のQOLの向上。

5 参加者の認知症の理解と予防への意欲の促進、今後の支援へのつながりをつくる。

6 参加者の心身の機能の維持または向上。

〔予防教室の基本姿勢・行動指針〕

1 参加者個々の希望・意見を尊重する。

2 自尊心・プライバシーへの細やかな配慮を行う。

3 楽しく快適であること。

4 なじみやすく意欲が湧くような働きかけを行う。

5 参加者の交流の促進、関係作りを丁寧に行う。

6 高齢者の特徴や認知症の基本的な理解をすること。

7 参加者の健康面、安全面への配慮を行う。

8 参加者の声に耳を傾け不安や悩みなどを受け止める。

9 個々の抱えているニーズに応じ、地域包括センター等との連携・情報共有を図り対応していく。

10 その場しのぎの安易な関わりはしない。

11 プログラムをこなすのではなく、参加者が楽しめること、興味を引くこと、モチベーションが高

まることを重視し柔軟に進める。

12 相互に情報共有し内容の軌道修正を図りながら、より良い内容・効果的な運営をしていく。

13 行政・大牟田医師会・地域包括支援センター・介護予防拠点・地域交流施設・認知症ケア研究会

などが連携、協働体制をつくりながら、バックアップしていく。

〔プログラム構成〕

プログラム内容は確立しているわけではないが、認知症ケア研究会が吟味したオリジナルメニューを

実施している。その都度、ミーティングにて内容の検討をしている。

予防教室が全て終了してからも、地域の中で参加者同士が繋がっていられることも重視している。

1 はつらつ運動メニュー・・・脳の活性化、心身機能の活性化、総合的な予防対策

2 子供の頃のおさらい学習メニュー・・・計算力や言葉の流暢性、会話力などの活性化

3 人生いろいろメニュー・・・記憶の活性化、状況の理解度の向上、エピソード記憶の呼び起こし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　や思考・計画力、創造力を高める、注意分割力や実行機能力の活性化

④　笑いや楽しみをつくる・・・仲間作りコミュニケーション、新しいことを覚える、リラックス、

　　　　　　　　　　　　　　　問題解決のための活力や余裕を作っていく。

　　　　　　　　　　　　　　　ゲームや他のメニューと組み合わせてメニューを作ることもある。

⑤　生活はつらつ日課メニュー・・・毎日の予防につながるプログラム、メリハリのある日課を作る、

　　支援マップを作る、予防教室以外の日でもできるプログラムを作るなど。

〔全体の構成〕

・1～3回・・・なじみ、ウォーミングアップ

・4～6回・・・意識付け、目標の共有

・7～9回・・・自主性、自発性の引き出し

・10～12回・・・支援マップ、継続性のアプローチ

　※終了後は、参加者の自主性に任せスタッフはサポートへまわる。

〔徘徊模擬訓練について〕

　　徘徊模擬訓練は、地域住民と協力し認知症高齢者が徘徊している場合を実際に再現していくもの。

　徘徊している高齢者の第一発見者の多くは、地域の一般住民であることが多い。そこで、徘徊模擬訓　

　練を行うことで、市民の認知症や徘徊に関する知識や意識を高めいざというときに対応できるネットワーク作りを推進している。

〔認知症絵本作り〕

　　「いつだって心は生きている～大切なものを見つけよう～」

　　大牟田市で子供たちのための、認知症についての絵本作りが行われた。認知症についての理解を深めるため、認知症高齢者の行動や言動などが分かりやすく掲載されていた。これからの時代を担っていく子供たちにも認知症を理解してもらうため、行政と連携して取り組んでいる。
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